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第１章 総則 

（趣  旨） 

第１条 この細則は、福島県立医科大学附属学術情報センター規程第６条の規定に基づき

附属学術情報センター（以下「センター」という。）に設置する図書館及び展示館の

利用に関する事項を定める。 

 

第２章 図書館の利用 

（利用者の範囲） 

第２条 図書館を利用できる者は、次に掲げる者とする。 

(1) 福島県立医科大学（以下「本学」という。）の役員、教職員（公立大学法人福島県立 

医科大学組織及び運営規程第１２条に定める職をいう。）、附属病院病院助手及びこれ 

らに準ずる者並びに名誉教授（以下「教職員等利用者」という。） 

(2) 本学の大学院生及びこれに準ずる者（以下「大学院生等利用者」という。） 

(3) 本学の学部学生及びこれに準ずる者（以下「学生利用者」という。） 

(4) 図書館の利用を申し出た一般の利用者（以下「一般利用者」という。） 

 

（利用者カード等） 

第３条  図書館の利用を希望する者は、あらかじめ附属学術情報センター長（以下「セン

ター長」という。）に「図書館利用申請書」（第１号様式）を提出し、利用者カードの交

付を受けるものとする。 

２  入館に際しては必ず利用者カードを携帯し、図書館職員の求めに応じて、これを提示

しなければならない。 



 

３  利用者カードの有効期限は、発行日の属する年度の末日までとする。ただし、これを

更新することができる。 

４  前条第１号から第２号に規定する者については、引き続き本学に在職又は在学してい

るとき若しくは名誉教授の称号を授与されている間は、更新したものとみなす。 

５  利用者カードを紛失又は損傷した場合は、直ちにセンター長に届け出なければならな

い。 

６  前条に定める利用者としての資格を失ったとき又は図書館を利用する必要がなくなっ

たときは、直ちに利用者カードを返却しなければならない。 

７  利用者カードは他人に貸与し、若しくは使用させ又は譲渡してはならない。 

８  第１項の規定により利用申請した事項に変更が生じたときは、「図書館利用申請変更

届」（第２号様式）を提出しなければならない。ただし、あらかじめセンター長がその必

要はないと認めた事項についてはこの限りではない。 

９ 第１項及び第６項に定める利用者カードの交付又は返却は、県立医科大学が発行した

教職員用又は学生用のＩＣカードをすでに保有する者にあっては、当該カードへの図書

館利用機能の付加又は抹消をいう。 

 

（閲 覧） 

第４条  利用者は、館内で図書館資料を自由に閲覧することができる。 

 

（館外貸出） 

第５条  利用者は、次項に規定する館外貸出禁止資料を除き、利用者カードを提示し、図

書館資料の館外貸出しを受けることができる。 

２  館外貸出禁止資料は、次に掲げるものとする。 

(1) 禁帯出の表示がある資料（辞書､事典等） 

(2) 二次資料（索引誌等） 

(3) 新着の雑誌で受入日より１か月を経過しないもの 

(4) 利用許諾のない視聴覚資料 

(5) その他センター長が特に指定したもの 

 

（館外貸出しの対象者、貸出数及び貸出期間） 

第６条  館外貸出しを受けることができる者、貸出数及び貸出期間は、次のとおりとする。 

(1) 教職員等利用者及び大学院生等利用者     

図 書    １０冊 ３週間 

雑 誌    １０冊  １週間 

視聴覚資料   ５点 １週間  

(2) 学生利用者                       

図 書      ５冊  ３週間 



 

雑 誌      ５冊  １日間  

視聴覚資料   ３点 １日間 

 (3) 一般利用者 

福島県内に居住若しくは勤務し、又は福島県内の大学、短期大学等に在学する１８歳

以上の者（ただし、高等学校に在学する者を除く。）その他センター長が特に必要と認

めた者で、第３条第１項に定める図書館利用申請書において館外貸出しを希望した者 

図 書  ２冊 ２週間 

２  前項の規定にかかわらず、センター長が必要と認めたときは、前項の館外貸出数又は

貸出期間を変更することができる。 

 

（館外貸出資料の返却） 

第７条  前条に定める貸出期間を満了した者又は利用者の資格を喪失した者は、館外貸出

しを受けている図書館資料を速やかに返却しなければならない。 

２  センター長が特に必要と認めたときは、貸出期間中であっても、図書館資料の返却を

求めることができる。 

 

（館外貸出規律） 

第８条  図書館資料の館外貸出しを受けた者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 図書館資料は責任を持って保管すること。 

(2) 返却期限を厳守すること。 

(3) 他に転貸しないこと。 

 

（参考調査等） 

第９条  利用者は、学術情報についての参考調査等をセンター長に依頼することができる。 

 

（相互利用） 

第１０条  利用者は、他の図書館等が所蔵する図書館資料の利用申込みをセンター長に依

頼することができる。 

２  他の図書館等から図書館資料の利用について依頼があったときは、センター長は、学

内の利用に支障がない範囲でこれに応ずることができる。 

 

（複  写） 

第１１条  利用者は、著作権法（昭和４５年法律第４８号）に許容される範囲内において、

図書館資料の複写をセンター長に依頼することができる。 

 

（依頼の方法） 

第１２条  利用者が前３条に規定する依頼をするに当たっては、センター長の指示に従う



 

ものとする。 

 

（時間外利用の対象者） 

第１３条 福島県立医科大学附属学術情報センター図書館・展示館管理細則（以下「管理

細則」という。）第６条の開館時間外利用（以下「時間外利用」という。）をすることが

できる者は、次に掲げる者とする。 

(1) 教職員等利用者 

ただし、本学の教職員及び附属病院病院助手に準ずる者にあっては、学部の講座等

又は附属病院の部等の責任者が利用を認めた者   

(2) 大学院生等利用者 

ただし、本学の大学院生に準ずる者にあっては、学部の講座等の責任者が利用を認

めた者 

(3) 学生利用者 

(4) その他センター長が特に認めた者 

２ 前項の時間外利用を希望する者は、第 3 条第１項に定める「図書館利用申請書」（第１

号様式）の該当欄に所要事項を記入するものとする。 

 

（時間外利用時の利用範囲等） 

第１４条 時間外利用時に利用できる範囲は、次のとおりとする。 

(1) 図書館資料の利用  閲覧及び複写 

(2) 機器の使用  複写機及びコンピュータ 

２ 下記の施設については、時間外利用時の利用を禁止する。 

(1) 施設の利用禁止範囲 グループ学習室。ただし、前条第１項第 3 号に掲げる者は、南

書架、書庫、情報管理室、グループ学習室。 

 

（時間外利用時の入館又は退館） 

第１５条 時間外利用時に入館又は退館しようとする者は、利用者カードにより、自動入

退館管理装置を通過するものとする。 

２ 管理細則第３条第１項に定める開館時間終了後、引き続き図書館を利用しようとする

ときは、開館時間終了後に一度退館した後、改めて入館しなければならない。 

 

第３章 展示館の利用 

（標本展示室の利用） 

第１６条 教職員等利用者、大学院生等利用者及び学生利用者が標本展示室を利用する場

合は、「利用簿」に記帳するものとする。 

２ 前項に掲げる者以外の者が標本展示室を利用する場合は、「標本展示室利用届」（第３

号様式）を提出しなければならない。 



 

３ 利用者が収蔵標本、資料等（以下「展示館資料」という。）についての解説等を必要と

するときは、あらかじめ「標本展示室利用・解説等申請書」（第４号様式）をセンター長

に提出し承認を得なければならない。 

４ 利用者は、展示館資料の撮影をしてはならない。ただし、教育、研究等を目的とする

場合で、「展示館資料撮影許可申請書」（第５号様式）をセンター長に提出し許可を受け

たときはこの限りでない。 

  

（展示館資料の貸出） 

第１７条 展示館資料の貸出しを受けようとするときは、「展示館資料借用申請書」（第６

号様式）をセンター長に提出し承認を受けなければならない。 

２ 貸出し期間は、３日以内とする。ただし、センター長が特に認めた場合は、期間を延

長することができる。 

 

（視聴覚教育室の利用） 

第１８条 教職員等利用者、大学院生等利用者及び学生利用者は授業、研修会等で視聴覚

教育室を利用しようとする場合は、「視聴覚教育室利用申請書」（第７号様式）をセン

ター長に提出し承認を受けなければならない。 

 

第４章 共通事項 

（遵守事項） 

第１９条  利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 館内では、静粛を守り、他の者の迷惑になる言動は行わないこと。 

(2) 展示館の標本学習に際しては、献体された故人・遺族の意思を尊重し、敬けんな気持

を持って臨むこと。 

(3) 火災予防に留意すること。 

(4) 設備、備品等を破損又は滅失しないこと。 

(5) 図書館及び展示館資料は、利用後所定の場所に返却すること。 

(6) 図書館及び展示館資料は、貸出しを受けたもの以外は館外には持ち出さないこと。 

(7) 館内では、飲食をしないこと。 

(8) この細則（この細則に基づき別に定めるものを含む。）を守り、学術情報センター職

員の指示に従うこと。  

  

(利用の許可の取り消し等) 

第２０条  センター長は、この前条の規定に違反した者に対し、図書館又は展示館の利用

の許可、承認を取り消し又は一定の期間、停止若しくは制限することができる。 

 

（弁 償） 



 

第２１条  利用者が図書館又は展示館資料を紛失、破損又は汚損したときは、速やかにセ

ンター長に届け出なければならない。 

この場合において、それが故意又は過失によるものであるときは、これと同一のもの

をもって弁償しなければならない。ただし、同一のものをもって弁償することが適当で

ないとセンター長が判断したときは、センター長の指示する方法で弁償しなければなら

ない。 

２  利用者が設備又は備品等（図書館及び展示館資料を除く）を紛失、破損又は汚損した

ときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。 

この場合において、それが故意又は過失によるものであるときは、センター長はその損

害の弁償を求めることができる。 

 

（その他） 

第２２条  この細則に定めるもののほか、図書館及び展示館の利用に関し必要な事項は、

福島県立医科大学附属学術情報センター運営委員会図書・展示部会（以下「部会」とい

う。）の議を経て、センター長が定める。ただし、利用申請書等の様式その他軽微な事項

又はあらかじめ部会が認めたものについては、部会の議を経ないでセンター長が定める

ことができる。 

 

附  則 

この細則は、平成１８年４月１日から施行する。  

 

附 則 

この細則は、平成２１年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、平成２５年７月１日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、平成２８年６月１日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、令和３年４月１日から施行する。 

 


